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　昨年12月26日、羽咋市は、日産自動車（株）（神
奈川県横浜市）および石川日産自動車販売（株）（石
川県金沢市）と、電気自動車を活用した災害連携
協定を締結しました。地震災害などにより大規模
停電が発生した際、石川日産の店舗に配備されて
いる電気自動車が市へ無償貸与され、車のバッテ
リーから避難所などに電力が供給されます。
　羽咋市では、電気自動車の電力を建物の電力と
して活用できる電力変換装置「V2H（Vehicle to 
Home）」を導入した邑

お う ち

知ふれあいセンターを整備
し、また、「リーフ」を１台公用車として導入して
おり、停電時でも同施設で電力を継続的に使用で
きる体制を整えています。

石川県羽咋市
は く い

～北陸初の災害連携協定～

日産と電気自動車を活用した協定

～藤岡の文化を探る～
問い合わせ　文化財保護課（☎㉓ 5997）

 No.47 高山社を支えた人たち
～２代目社長　町田菊次郎～

　町田菊次郎（嘉永３年～大正６年）は明治９
年から高山長五郎の指導のもと養蚕研究を開
始し、同１９年には尊敬する長五郎の後を継
ぎ高山社２代目社長に就任しました。
　長五郎没後、高山社を発展させるため、手
狭になった事務所と伝習所を藤岡町（現在の
藤岡市相生町）に移転させ、高山社跡を実習
場（分教場）としました。
　菊次郎は、長五郎の考案した養蚕方法「清
温育」の成果を各地の品評会や勧業博覧会で
発表して、その効果を広くアピールしました。

「救世済民」を座右の銘とし、貧しい人たちに
尽くしていた菊次郎は「清温育」を多くの人に
伝授するため、明治34年に私立甲種高山社蚕
業学校を開校して自ら学校長に就任し全国か
ら集まる多くの生徒の薫陶に当たりました。
また、高山社の卒業生うち優秀な者に養蚕教

師の資格を与
え、全国各地
からの派遣申
請に応じて養
蚕指導に赴く

「授業員制度」
など養蚕指導
の仕組みも整
えました。
　蚕糸業界全
般にわたる広
範囲な人脈を
確立した菊次
郎は、原富岡
製糸場や荒船
風穴とも連携を図り、高品質な生糸の大量生
産に大きく貢献しました。
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花と緑のぐんまづくり 2020in 藤岡
　カラオケ大会～みかぼみらい館大ホールを独り占め～
参加者を募集します

花と緑のぐんまづくり通信
https://www.city.fujioka.gunma.jp/hanamidori/

問い合わせ　都市施設課（☎402332）

HANA-MIDORI＊FUJIOKA  　 Vol. 11

期日 令和２年５月 23日㈯
会場 みかぼみらい館大ホール
対象 市内に在住・在勤・在学の人
定員 70人程度（申込者多数の場合、抽選）
参加料 無料

内容
①１曲２コーラス
②「花」や「緑」にちなんだ楽曲
③カラオケ機器ＤＡＭ配信楽曲
④採点方法は、ＤＡＭの精密採点機能

その他 参加者全員に記念品、上位入賞者には賞品を授与

申し込み・
問い合わせ

２月 10日㈪～３月 31日㈫までに、往復ハガキに必
要事項を記入し、
〒 375-8601（住所記載不要）市役所都市施設課（☎40
2332）へ
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